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東アジア仏教における多羅菩薩の変容
―図像学の特徴をもとに
索 南 卓　瑪
Transformation of Tara in East Asian Buddhism:  
With Special Reference to Iconographical Features
SUONAN Zhuoma
There are many different Buddhist statues in the monasteries of East Asian, yet 
after Buddhism began in India in the sixth century B.C, there were no Buddhist statues 
for a long time, It was not until the emergence of Mahayana Buddhist in the first century 
that Buddhist statues began to be made; for several centuries this Buddhist art took the 
from of Exoteric Buddhist. By the eighth century, Vajrayāna esoteric Buddhism resulted 
in a diversification of Buddhist statues. In particular, there are images of the mother of 
the Buddha, Wisdom Queens, Dakini, and other goddesses. As Tanaka （2009） has 
indicated, with the development of Mahayana Buddhism, there emerged the nation that 
women could also become enlightened in their own female bodies. In the age of esoteric 
Buddhism, the mother of Buddha took on the same status as Buddha himself. Therefore, 
with the development and dissemination of esoteric Buddhism, various goddesses 
appeared. Subsequently, these goddesses crosses the border of India to spread 
throughout the East Asian region, In each case, the goddesses assimilated the ethnic and 
aesthetic characteristics of the areas they came into contact with. This paper focuses on 
the Transformation of Tara in East Asian through examination of the goddess’s 
iconographic feature.
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はじめに
　紀元前 6 世紀にインドにおいて仏教を生まれた以来，長い時間には仏像を作られなかった。紀元 1 世
紀に大乗仏教の発展によって，仏像の作りも現れ，数百年間これらの仏教芸術も顕教の形式で出現した。
また， 8 世紀になると，密教の出現によって多様化な仏像を現れた。特に仏母，明妃，空行母など様々
な女性尊を現れるようになった。多羅菩薩は密教の盛んによって信仰されるようになった。インドにお
ける多羅信仰の隆盛を示す指標のひとつが，その作例数である。ポスト・グプラ期も含め，パーラ朝の
仏像のデータを網羅的に集め，その作例数をカウントすると，ターラーはその上位にランクインする。
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具体的には，釈迦，観音に次ぐ第三位がターラーの順位である1）。そして，多羅菩薩は密教の発展と伝播
によって，他の諸仏・菩薩よりも最も信仰を集め，インドはもちろん，後にはインドの国境を越えて，
チベット・ネパールなどにおいて盛んに信仰されている。
　多羅菩薩の図像の変容については，これまで数多くの研究者が詳細に論じてきた。田中公明2）が彼の
数多くの著書の中に仏教美術学，図像学の面から現在までインド，チベット，ネパール，さらに日本に
おける多羅菩薩の図像について論じている。そして，森雅秀3）の仏教図像学の面から多羅菩薩の起源や，
発展，伝播について論じている著書も数多く出ている。また，論文としては，図像学の視点からインド
における多羅菩薩について研究されている申才恩4）や，パーラ朝における三尊形式の多羅菩薩の図像を
網羅的に収集し，各形式の相違点を考察した森喜子5），インドにおける八難多羅菩薩について考察した頼
富本宏6）などもいる。中国において図像学の視点から，書籍として『唐卡中的度母，明妃， 天女』7）『唐卡
中的緑度母』8）『西藏唐卡』9）などもある。さらに，陳建の博士論文「元代藏傳佛教雕塑藝術研究」10）と胡秦
潔の「古格王朝度母形象及其芸術特徴」11）がある。さらに，海外の学者として，多羅菩薩の信仰や図像学
の面から，早期のイタリアに藏学者ジュゼッペ・トゥッチの著書『梵天佛地』12）を中心に，Steven M. 
Kossak,　Jane Casey Singer13）の論著，アメリカの学者 Stephan Beyer14）の論著など大量に出版されて
いる。
　筆者も以前多羅菩薩の信仰や図像について論じてきたが15），あまり深く論じることができなかった。し
たがって，本稿はあらためて多羅菩薩の図像の中にも，脇侍としての多羅菩薩の図像や脇侍を伴う図像，
八難救済多羅菩薩の三つの様式を取り上げ，インドのみではなく，他のアジア諸国の図像も視野に入れ
つつ，幾つかの多羅菩薩図像について検討したい。
1 ） 森雅秀『仏教の女神たち』春秋社，2017年 4 月，第 4 ～ 6 頁。
2 ） 田中公明（2009）『チベットの仏たち』，（2015）『仏教図像学　インドに仏教美術の起源を探る』を参照。
3 ） 森雅秀（2010）『インド密教の仏たち』（2017）『仏教の女神たち』を参照。
4 ） 申才恩「ターラー女神＝多羅菩薩の変容―図像学的特徴をもとに」（『インド考古研究』，第31号，『インド考古研
究』編集委員会）2010年 7 月31日，17-31頁。
5 ） 森喜子「パーラ朝のターラーに関する図像学的考察―三尊形式を中心にして―」『宮坂宥勝博士古稀論文集イン
ド学密教研究』法蔵館，1993年，第827～848頁。
6 ） 頼富本宏「八難救済ターラー考」『インド古典研究 6 』1984年，第423～442頁。
7 ） 吉布『唐卡中的度母，明妃， 天女』西安陝西師範大学，2006年。
8 ） 諾布旺典『唐卡中的緑度母』北京紫禁城出版社，2009年。
9 ） 西藏自治区文物管理委員会編『西藏唐卡』北京文物出版社，2005年。
10） 陳健「元代藏傳佛教雕塑藝術研究」中央芸術研究院，博士論文，2014年。
11） 胡秦潔「古格王朝度母形象及其芸術特徴」陝西師範大学，修士論文，2008年。
12） （義）圖齊著，薩爾吉等編譯『梵天佛地』（ 1 ～ 4 巻），上海古籍出版社，羅馬：義大利亞非研究院，2012年。
13） Steven M. Kossak, Jane Casey Singer, Sacred Visions: Early Painting in Tibet （The Metropolitan Museum of 
Art, Abrams, New York，1988）
14） Stephan Beyer：The Cult of Tara: Magic and Ritual in Tibet （The Regents of the University California, 1978）
15） 筆者「東アジア仏教における多羅信仰について」東アジア文化交渉研究，第10号，第455～473頁。
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一　多羅菩薩の図像とその変容
　多羅菩薩がヒンドゥー教由来だという説もあるが，実は，現在最古層の図像だと言われている 6 世紀
にエローラ石窟から出土した大量な多羅菩薩の図像の出土によって，この説が疑われている。田中公明
が「仏教が衰亡した今日でも，ターラー信仰はヒンドゥー教に摂取され残存しているため，多くのイン
ド人は，ターラー信仰を本来からのヒンドゥー教の女神と考えている。しかし，B.Bhattacharya 博士が， 
Indian Buddhist Iconography p.191で指摘するように，ターラー信仰は大乗仏教を成立し，のちにヒン
ドゥー教に摂取されたと見るべきである16）。」さらに，インドにおける現存されている多羅菩薩の図像の
中に仏教の多羅菩薩をヒンドゥー教の女神に改造された作例も見られる。そのため，多羅信仰はインド
の東地方で興り，バラモン教の伝統に入る前に，仏教圏においてすでに信仰された可能性が高いと考え
る。
　図像上では現在の学界において， 6 世紀にエローラ石窟から出土した多羅菩薩の図像は早期の多羅菩
薩だと推測されている。森雅秀によると，
図 1　多羅菩薩　エローラ石窟12窟17）
　現存するインドのターラー像で，最初期の作例が集中して見られるのは，インド西部マハーラー
シュトラ州にある有名な遺跡エローラ石窟である。作例数は二〇を超える。エローラ石窟は六世紀
頃からの造営であるが，ターラー像は遺る窟が作られたのは七世紀から八世紀頃なので，玄奘がイ
ンドに滞在した頃に重なる。また，石窟が完成した後に追刻された作品もあると考えられ，制作の
時期にはかなりの幅がある18）。
と言及されている。即ち，多羅菩薩の図像の初期の作例としてはエローラ石窟の図像であることがわか
った。その中にも相対的に早いのが観音菩薩の脇侍とした多羅菩薩の図像であると考えられる。それは
16） 田中公明『詳解河口慧海コレクション　チベット・ネパール仏教美術』佼成出版社，1990年，第217頁。
17） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』春秋社，2017年 4 月，第13頁。
18） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』春秋社，2017年 4 月，第12頁。
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6 世紀後半の東インドの各地方で出土した多羅菩薩の図像からも推測でき，さらにナーランダ寺院の北
壁から出土した多羅菩薩は観音菩薩の脇侍としている図像から観音菩薩との深い関係があると推測でき
る。その図像について，申才恩によると，
　 6 世紀後半のエローラ石窟 8 窟における多羅菩薩の図像は，デガン高原において多羅菩薩の図像
の最初の変容図だと考える。多羅菩薩は観音菩薩の右に置かれ，左手にウトパラの変わりに蓮華を
持ち，右手は与願印を結ばずにそのまま現れ，その代わりに観音菩薩の図像は与願印を結んでいる。
そのため，多羅菩薩の象徴的な形象である与願印を結び，ウトパラを持つ図像はおよそ 6 世紀にナ
ーランダ寺院に変容した形象で，西インドの石窟などにおいては 7 世紀以後まで多羅菩薩の図像の
形象は完全に定まらなかったと考えられる19）。
と述べられている。つまり，現在多羅菩薩の最初の図像だと考えられているのが 6 世紀後半のエローラ
石窟 8 窟の図像であるが，その姿は現在典型的な多羅菩薩とは違い，観音菩薩の右に置かれ，左手にウ
トパラの変わりに蓮華を持ち，右手は与願印を結ばずにそのまま現れ，その代わりに観音菩薩の図像は
与願印を結んでいる。
　そして， 7 世紀になると，玄奘の『大唐西域記』に記されていることから，当時に多羅菩薩は存在し
ていることがわかるが，残念なことに，玄奘は多羅菩薩像の具体特徴については何も述べられていない。
だが，玄奘の記述からも分かるように七世紀のインドにおいて，多羅菩薩の図像は二箇所しかないため，
当時はその信仰はあまり流行ではなかったと考えられる。これについて田中公明が，
　　玄奘は『大唐西域記』で，多羅菩薩の像を見たと記しているから，ターラー信仰は七世紀には
成立していたことがわかる。しかしその信仰が高揚するのは九世紀以後で，パーラ王朝支配下の東
インドでは，観音をしのぐほどの作例数を遺した。その標準的な図像は，右手与願印，左手ウトパ
ラ蓮で，後にはこれに様々の持ち物を付加した多面広臂型のターラー菩薩像も制作された20）。
と述べられているように，多羅菩薩は七世紀のインドにおいて，あまり重要な尊格ではなかった。とこ
ろで，観音菩薩の涙から生まれた多羅菩薩は絶対的な救済力を有している女性の姿であたため，中世の
インドにおいて観音菩薩など男性菩薩を凌ぐほどの信仰を得たのである。そして，パーラ王朝の時代は
その図像も数多く作られた。さらに，中世のインドにおいては，仏教だけではなくヒンドゥー教などに
も盛んに女神の図像を作り始まった。
19） 申才恩「ターラー女神＝多羅菩薩の変容—図像学的特徴をもとに」（『インド考古研究』，第31号，『インド考古研究』
編集委員会）2010年 7 月31日，17-31頁。
20） 田中公明『仏教図説学　インドに仏教美術の起源を探る』春秋社，2015年 8 月，第134頁。
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図 2　八難救済多羅菩薩21）
　このように，現在の仏教において多羅菩薩の図像が，特殊な形態や名称を持つものが数多く見られる。
それは多羅信仰の発祥地であるインドでの変遷もあれば，後にアジア諸国に伝来によって，各地域に変
遷したものもある。そのため，以下では，現在仏教においてよく見かける多羅菩薩の図像を考察し，そ
れを仏教の東伝とともに各地域にどのような変容があったのか比較しながら考察する。
二　多羅菩薩の図像の種類
1 ．脇侍としての多羅菩薩図像
　すでに述べたように多羅菩薩の最初の図像は現在の標準的な姿との相違点以外に，最初は単独した多
羅菩薩の図像ではなく，観音菩薩の脇侍とした形で登場したと考えられる。そのため，観音菩薩の脇侍
とした多羅菩薩の図像の変遷を見てみよう。観音の脇侍とした多羅菩薩の中にもエローラ石窟の第 8 窟
の多羅菩薩は観音菩薩の右に置かれ，左手にウトパラの変わりに蓮華を持ち，右手は与願印を結ばずに
そのまま現れ，その代わりに観音菩薩の図像は与願印を結んでいるのが相対的に早く作られた作品だと
考ええられる。それ以外にも，第12窟において，
21） 長谷法寿編，河辺利晴撮影『インド・オリッサ　秘密佛教像巡礼』柳原出版社，2012年 4 月，第26頁。
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図 3　観音三尊像　エローラ石窟第 8窟22）
一面二臂で右手は与願印を示し，左手にウトパラを持つ。遊戯坐で坐り，しばしば観音の脇侍となる23）。
も現存されているが，これは 8 窟のそれと違い，坐像とした観音三尊であり，その姿は多羅菩薩の一般
的な姿であるため， 8 窟より後の作品だと考える。そして，多羅菩薩が観音菩薩の脇侍となる場合は一
般的に以下のような姿である。
図 4　観音三尊像（エローラ第12窟）24）
① 一面二臂で右手は与願印を示し（時には与願印に加えて施無畏印の場合もある），左手にウトパラ
を持つ。
22） 前掲，申才恩「ターラー女神＝多羅菩薩の変容―図像学的特徴をもとに」第17-31頁。
23） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第13頁。
24） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第13頁。
東アジア仏教における多羅菩薩の変容（索南）
419
② 虚心合掌とするもしくは虚心合掌の間にウトパラの茎を伸びているのとウトパラ蓮を挟む図像も
ある。
図 5　多羅菩薩とブリクティーを脇侍とする観音クルキハール出土　インド博物館25）
　この二つのタイプについて，森雅秀によると，①は立像の多羅脇侍の場合は，左手を下げた状態でウ
トパラを持つが，右手も与願印にすると，右手も下向きになり，バランスが悪い。右手を施無畏印にす
ることで，メリハリのついた手の位置関係ができる。右手で与願印を示す多羅をベースに，いわばデザ
イン上の配慮で施無畏印のイメージを作り出したのであろう。逆に，ウトパラを持った左手が肘を曲げ
て上に挙げられている場合，右手はおおむね与願印を示しているという26）。さらに，合掌した多羅脇侍に
ついて以下のように述べられている。
図 6　観音の脇侍の多羅菩薩　ウダヤギリ遺跡27）
25） 前掲，森雅秀『インド密教の仏たち』春秋社，2010年 9 月。
26） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第20頁。
27） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第21頁。
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　このような合掌とする脇侍のターラーは，パーラ朝の版図からは，ベンガル地方から一例のみが
確認されている。そこでは，合掌した両手からウトパラの茎が伸びて，その先に花が咲かせている。
しかし，これが除くと，ベンガルやビハールからの出土例は知られていない。
　これに対し，オリッサ地方から複数例を出土がある。ただし，その手の形は単なる合掌ではなく，
左手は蕾をつけたウトパラの茎を握り，右手でその花弁を開くしぐさを示す。合掌に似た形ではあ
るが，明らかにそれとは区別している28）。
以上のことからは脇侍とした多羅菩薩の姿は坐像にせよ，立像にせよ，一般的にはこの二種類の姿で現
れる。ちなみに，二手を虚心合掌として，その間にウトパラ蓮を挟む図像も見られる。これは日本の胎
蔵界曼荼羅の多羅菩薩の図像に一致する。さらに，このような観音菩薩の脇侍とした多羅菩薩は一般的
にブリクティーと共に観音菩薩の脇侍となるのが多いが，例外もある。例えば，
　多羅菩薩は単独尊で表されるほかに，観音自身が三尊形式の中尊となって，脇侍に女尊を従えた
もの登場する。脇侍の女尊はターラーとブリクティーで，一部に馬頭と考えられる尊格も脇侍に加
わることもある29）。
ここから，明らかに観音三尊として一般的にはターラーとブリクティーを脇侍とした観音三尊が多いが，
馬頭を加わることもあるという。実は，馬頭以外にも他の菩薩を脇侍とする作品もわずかにある。森雅
秀が，
　ターラーが脇侍となるときの主尊は観音である。ターラーと対となる脇侍はブリクティーが圧倒
的に多い。脇侍が二尊ではなく，三尊もしくは四尊のこともあるが，その場合，馬頭そして善財童
子が加わる。馬頭は日本では馬頭観音として知られているが，インドでは忿怒形で馬頭明王と呼ん
だ方がふさわしい。これらの二人の男尊のみを脇侍とする作例も，ターラーと馬頭の二尊を脇侍と
する作例もあるが，少数である30）。
このことから，観音菩薩の左右にターラーとブリクティーを脇侍とする以外に，ブリクティーの代わり
に馬頭と組み合わせる例もある。さらに，脇侍は二尊から，三尊または四尊となるパータンもある。そ
の場合は馬頭そして善財童子が加わる。
　このように，インドにおける多羅菩薩が脇侍とした姿は以上のいくつかのパータンがあるが，実は多
羅信仰の東伝に伴って，ネパールやチベットにもインドのそれと似たようなパータンがある。しかし，
その組み合わせのメンバーが違う。例えば，ネパールに置いて，多羅菩薩が不空羂索観音の脇侍とし，
28） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第20頁。
29） 前掲，森雅秀『インド密教の仏たち』第182頁。
30） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第19頁。
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ネパールの多羅図像の固有な表現の仕方である。これについて，森雅秀が，
図 7　不空羂索観音曼荼羅　ネパール（個人蔵）31）
　このネパールの八臂の不空羂索は，脇侍にターラー，ブリクティー，馬頭，善財童子を従える。
この脇侍の組み合わせは，インドの観音にも見られ，とくにカサルパナ観音という変化観音に比定
される作品に多く現れる。作例数も豊富で，『サーダナマーラ』のような文献にもその記述がある。
ネパールではこれらの脇侍をそのまま不空羂索観音の脇侍として利用したのである。
　なお，ネパールにおいても稀に二臂の観音にこの脇侍の組み合わせが現れことがある。カサルパ
ナ観音もそれ自身は二臂の一般的な観音の姿をとるので，それを直接受け継いだとも考えられる，
八臂の不空羂索観音の脇侍たちを，もう一度，二臂像に適用した可能性もある32）。
と述べられている。以上からはネパールにおいて，インドのような一般的な観音の脇侍とした造像を受
け継いだような作例もあるが，それよりもネパールで固有な不空羂索観音の左右にターラー，ブリクテ
ィー，馬頭，善財童子の四脇侍を従える図像が多い。それはネパールがインドの図像を受け継ぎながら，
新しく発想を加えた固有な作品でもあると考えられる。田中公明によると，同じネパールのこの組み合
わせがインドネシアのジャワ島に出土し，それはネパールのこの系統を継承されたと推測されている33）。
31） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第45頁。
32） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第44頁。
33） 田中公明「インド・チベット・ネパールの不空羂索観音」『日本の美術　不空羂索観音』至文堂，1998年，第86～98
頁。
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図 8　不空羂索観音　ジャカルタ国立博物館　インドネシア出土34）
　さて，脇侍とした多羅菩薩の図像がチベットに入ると，観音菩薩にターラー，ブリクティー，馬頭，
善財童子を従える白描の図像集の中に入っているのがあるが，それを独立した作品は見かけない。だが，
それと別の作品で，チベットにおいて，観音菩薩の左右に緑多羅と白多羅を置く組み合わせがよく見か
け，それが後世になると，吐蕃王国を成立されたソンツェン・ガンポとその二人の妃をそれぞれ観音菩
薩と緑多羅・白多羅に当てはまることとなり，現在でもそのような考えをチベットの人々の間に定着し
ている。それが，おそらく観音菩薩の脇侍というより観音の妃という捉え方が適切であるかもしれない。
　このようにインドにおける観音菩薩の脇侍とする多羅菩薩がネパールやチベットにその継承が見られ
るが，東アジア仏教諸国においてこのようなパターンが見られない。
2 ．主尊としての多羅菩薩図像
　脇侍とする多羅菩薩の図像以外に，多羅菩薩が主尊となる三尊形式の図像もある。それは主に，第一
に，右脇侍に女尊のアショーカカーンタ・マーリーチー，左脇侍に女尊脇侍エーカジャタを配するカデ
ィラヴァニー・ターラー，第二に，右脇侍に象皮をかかげる四臂女尊像があらわれるものがある。第三
に，第一と第二に見られた脇侍が表現されないものがある35）。そのため，次にこの三つの図像を比べてみ
よう。
　まずは，多羅菩薩は主尊となる三尊形式の中に最も見かけるカディラヴァニー・多羅菩薩（khadiravani-
tara）を見てみよう。カディラヴァニー・多羅菩薩はカディラ樹の森の多羅という意味を指すサンスク
34） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第46頁。
35） 森喜子「パーラ朝のターラーに関する図像学的考察―三尊形式を中心にして―」『宮坂宥勝博士古稀　記念論文
集インド学密教学研究』法蔵館，1993年，第827～848頁。
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リット語である。この多羅三尊について，森喜子が，
図 9　アショーカカーンタ・マーリーチーとエーカジャタが伴う多羅菩薩36）
　第一グループには少なくとも九つの作例がある。主尊の右に金剛杵とアショーカ樹の枝をもつ女
尊，左にカルトリ（kartri 曲刀）または剣とかパーラ（kappala 頭蓋骨でできた杯）をもつ女尊が
あらわれる。
　代表的な作例としてインド博物館所蔵のターラー像があげられる。中尊のターラーは左手とその
持物や顔面に欠損がみられるが，右手は与願印を示す。耳飾り，首飾り，臂釧や腕釧などで飾られ，
二重蓮華の台に立つ37）。
と述べており，さらに，頼富本宏も次のように述べている。
カディラヴァニー・ターラーという名称に由来すると考えられているこのターラーは，脇侍にエー
カジャタ（Ekajata）とアショーカカーンタ・マーリーチー（Asokakantamarici）をともなう点で他
のターラーと区別されている38）。
以上のことから，多羅菩薩を主尊とした三尊形式の中に最も見かけるのがカディラヴァニー・多羅菩薩
の右に金剛杵とアショーカ樹の枝を持つアショーカカーンタ・マーリーチーと左にカルトリまたは剣と
36） 前掲，森喜子「パーラ朝のターラーに関する図像学的考察―三尊形式を中心にして―」第827～848頁。
37） 前掲，森喜子「パーラ朝のターラーに関する図像学的考察―三尊形式を中心にして―」第827～848頁。
38） 頼富本宏『密教仏像図典　インドと日本のほとけたち』人文書院，1994年11月，第186頁。
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カパーラをもつエーカジャタを脇侍とする図像である。
　次に，右脇侍に象皮をかかげる四臂女尊像があらわれる作品についても，次のような記述がある。
　三尊形式をとるターラーには右脇侍に象皮をかかげる四臂の女尊像が表現される作例のグループ
がある。左脇侍が男尊の作例と女尊の作例があるが，持物に二つのパータンがみられる。（ⅰ）斧ま
たは杖をもつ場合と（ⅱ）剣と羂索，または杖と羂索をもつ場合がある39）。
図10　四臂女尊と四臂男尊を伴う多羅菩薩40）
このように，多羅菩薩が主尊となる三尊形態の図像の右脇侍に象皮をかかげる四臂の女尊像と左は斧ま
たは杖をもつ或は剣と羂索，または杖と羂索を持つ男尊の作例と女尊の作例の図像もある。その図像の
作例としては現在のインド博物館所蔵の多羅菩薩の三尊形態は右脇侍に象皮をかかげる四臂の女尊像と
左脇侍が男尊で左手に斧をもつ姿の作例があげられる。そして，この作例以外にも二つのパータンの持
物をもつ図像も現存されている。
　最後に，多羅菩薩が主尊となる三尊形態のもう一つのタイプの図像作品もある。この図像形式につい
て，森喜子が次のように述べている。
　　第一と第二のグループでは臂数に違いがあるが，カルトリ（または剣）とカパーラをもつ短軀
の女尊があらわれた。この女尊にかわって別の女尊がみられる作品が四例ある。四例の間に脇侍の
39） 前掲，森喜子「パーラ朝のターラーに関する図像学的考察―三尊形式を中心にして―」第827～848頁。
40） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第199頁。
東アジア仏教における多羅菩薩の変容（索南）
425
女尊の共通性は見られない41）
図11　パトナ博物館蔵　二尊の女尊脇侍を伴う多羅菩薩42）
この図像は第一と第二のように，相対的に固定されているメンバーと持物ではなく，場合によって脇侍
の女尊を変わったり，持物が違ったりする図像である。その一つの例としてパトナ博物館所蔵の多羅三
尊形式があげられる。森雅秀は「このような三尊の組み合わせは『サーダナマーラ』などにも見られず，
特定の名称が与えられたかどうかも明らかではない43）。」と言う。
　ここまでは，多羅菩薩が主尊とした三尊形態の脇侍の相違点やその姿，持物などの相違点について検
討した。そして，このような多様な脇侍とともに配する多羅主尊についても着目してみよう。多羅菩薩
を主尊となる場合は，その姿勢について以下のように記している。
ターラーが三尊形式で表現する場合も，主尊であるターラーは基本的な姿をとることが多い。二臂
で右手は与願印を示し，左手で睡蓮をもつ。立像と遊戯坐像，結跏趺坐像がある44）。
つまり，多羅菩薩が主尊となる時も，一般的な姿をとる多羅菩薩であり，それに立像と遊戯坐像，結跏
趺坐像があることが分かった。さらに，この組み合わせの作品はインド以外の地域にはあまり見られな
41） 前掲，森喜子「パーラ朝のターラーに関する図像学的考察―三尊形式を中心にして―」第827～848頁。
42） 前掲，森喜子「パーラ朝のターラーに関する図像学的考察―三尊形式を中心にして―」第827～848頁
43） 前掲，森雅秀『インド密教の仏たち』第198頁。
44） 前掲，森喜子「パーラ朝のターラーに関する図像学的考察―三尊形式を中心にして―」第827～848頁。
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い。
3 ．八難救済多羅菩薩（アシュタマハーバヤターラ）
　インドにおいて以上のような脇侍とした多羅菩薩と多羅菩薩の左右に脇侍が配する図像以外に，もう
一つの八難救済多羅という組み合わせがあり，それは独尊とした多羅菩薩を除いて，最もポピュラーな
グループだと考えられる。元々はこの八難救済多羅菩薩は完全に八難救済観音菩薩を模倣した作品だと
考えられるが，後になると八難救済と言えば，多羅菩薩というほどの人気が集まるようになる。そのた
め，まずは八難救済観音菩薩について，森雅秀が，
図12　八難救済観音　西インド石窟45）
　西インドの石窟には「八難救済観音」と呼ばれる独特な形式の観音像が残されている。「普門品」
に説かれる救済者として観音を表すもので，立像の観音の左右に縦に四つずつ，合計八つの区画を
作り，ここに危険に直面した人とそれを救済するために飛来してきた観音の姿が描かれている。八
つではなく左右に五つずつ合計一〇の場面を絵が描いたものもあり，「諸難救済図」と呼んだ方が適
切かもしれない。このような作品がアジャンターやオーランガバードなどの複数の石窟に点在し，
一〇あまりの作例がこれまで確認されている46）
と述べている。このことから，八難救済観音菩薩が『法華経』の「普門品」に説かれる救済者としての
観音で，場合によって，十難救済の観音菩薩の図像も存在する。さらに現在までは10例の作品が現存さ
れている。そして，その役割が後の時代になると観音菩薩から多羅菩薩に譲り，八難救済多羅菩薩とな
り，パーラ朝時代に多羅が衆生を襲う様々な危難を救済する八難救済多羅が制作された。それが八難救
済観音菩薩よりも信仰が集め，インドの国境を越え，チベット，ネパールにおいても信仰されている。
45） 前掲，森雅秀『インド密教の仏たち』第183頁。
46） 前掲，森雅秀『インド密教の仏たち』第182頁。
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さらに，以下のような記述もある。
　観音の諸難救済図は，敦煌の壁画にも見られ，両者のつながりが注目されるが，インド内部では
西インドの石窟寺院以外には，ほとんど類例を見ない。ただし，東インドでは観音にかわってター
ラーを中心とした。同じ形式の「八難救済図」が数例知られている。諸難の内容もまったく同様で，
中心と周囲の観音をターラーに置き換えてできている。とくに，オリッサのラトナギリから出土し
た二点は，規模の大きな堂々とした作品で，様式的にも西インドとオリッサとの交流がうかがえ
る47）。
八難救済観音の内容について，さらに云う。
周囲の諸難救済の各場面に内容は，象，獅子，毒蛇などの猛獣や動物におそわれるものや，火が迫
っているもの，海難事故，鎖と枷にとらわれたものなどが認められ，彼らの頭上には飛来してきた
観音が，表される48）。
図13　八難救済観音　アウランガーバード第 7窟49）
現在は観音諸難救済図として敦煌の壁画と西インドの石窟寺院以外に見られない。その代わりに東イン
ドで諸難の内容も同じである八難救済多羅菩薩の図像が二例残されているという。そして，その八難の
内容は主尊の観音菩薩と多羅菩薩以外は一致している。八難多羅菩薩の図像の数について森雅秀による
と，「八難救済観音の主役の座を譲り受けた「八難救済ターラー」も，オリッサのラトナギリからの二例
47） 前掲，森雅秀『インド密教の仏たち』春秋社，2010年 9 月，第184頁。
48） 前掲，森雅秀『インド密教の仏たち』第182頁。
49） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第24頁。
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を含め，合計で六例が残されている」50）。
　さて，八難救済多羅菩薩の救済内容について，仏教の流行地ではないが，南インドのマイソールの近
郊のダールワール（Dharwar）地方のダムバル（Dambal）のジャイナ廃寺の近くから出土した石板の銘
文に八難救済多羅の内容に関するものが発見されている。その内容について，頼富本宏が，
　　同銘文は，J・F・フリート（Fleet）によって調査されたが，それによると古期カンナラ語で書
かれており，西チャールキ（chalukya）王朝のヴィクラマヴァルシャ（Vikrama-varasa）王十九年
の年紀があって，それは西暦一〇九五年にあたるという。銘文の冒頭に，実に八難を救済するター
ラー尊に対する帰敬文が次のように述べられている。
「獅子・象・火・蛇・盗賊・足かせ・水海・ピジャーチャの恐れをしずめる，月の光のごとき美しさ
を持する仏母ターラー尊よ，汝に帰命す51）」
と述べられている。これによって明らかであるように，八難救済観音と八難救済多羅の図像は，その救
済の場面にせよ，諸難の内容にせよ，主尊を変わる以外非常に類似している。そして，現在のチベット
に広く流布している多羅菩薩の八難と完全に一致しており，同一起源のものと考えられる52）。一方，八難
救済多羅の図像は大きく分けて二つの形式がある。一つはオリッサ出土の八難救済多羅で，その図像の
形式は八難救済観音と全く同様である。その図像について，
図14　八難救済多羅菩薩　ラトナギリ出土　パトナ博物館53）
50） 前掲，森雅秀『インド密教の仏たち』第182頁。
51） 頼富本宏「八難救済ターラー考」『インド古典研究 6 』1984年，第423～442頁。
52） 田中公明『詳解河口慧海コレクション　チベット・ネパール仏教美術』佼成出版社，1990年，第217頁。
53） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第24頁。
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　オリッサの二例はいずれもラトナギリ僧院跡から出土している。一点は現地に置かれ，もう一点
はパトナ博物館が所蔵している。このうち，比較的保存の良好なパトナ博物館の作例の特徴を見る
と，中央に立像のターラーを大きく表し，その左右に縦一例に四つずつの区画を並べて，諸難救済
の場面を表す。いずれも，災厄にあった人物の上にターラーが飛来する姿が表されている。中央の
ターラーは一面二臂の一般的なターラーの立像で，腕は欠失しているが，右手で与願印を示し，左
手にはウトパラを持っていたと考えられる54）。
という記載がある。以上のことからパトナ博物館が所蔵の八難救済多羅の形式は観音の諸難救済図とほと
んど同じである。それに対して，八難救済多羅にもう一つの形式があるが，それは多羅の諸難救済図とし
て，観音の諸難救済図と差異がある。この形式の八難救済多羅はパーラ朝のベンガル，ビハールなどの作
例があげられる。現在のダッカ博物館に所蔵されているのがその作例の一つである。この図像について，
一面二臂をそなえ，右手で与願印，左手にウトパラを持つ点は，一般のターラーと同じであるが，
姿勢が立像から坐像になっている。しかもその左右には，右脇侍としてアショーカカーンタ・マー
リーチー，左脇侍としてエーカジャタが置かれている。八難からの救済の場面は，これらの二脇侍
の頭の上の方にあり，光背の左右の縁の部分に並ぶ。その位置はこれまでの諸難救済図と基本的に
は同じであるが，それぞれの場面の表現方法が異なり，中央のターラーと同じ姿をした坐像のター
ラーが，それぞれの区画のほとんど全体を占め，その向かって右側のごく細い縦長のスペースに，
救済された人物を置く55）。
図15　八難救済多羅菩薩（ダッカ国立博物館所蔵56））
54） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第27頁。
55） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第28頁。
56） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』。
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つまり，典型的な八難救済多羅の図像以外に，前述したアショーカカーンタ・マーリーチーとエーカジ
ャタの二脇侍を伴い，それにまた諸難を救済されている八難救済多羅を加えた作品もある。
図16　八難救済多羅菩薩　ラダック・アルチ寺三層堂57）
　以上から，多羅の諸難救済図として二つの形式があることが分かった。そして，この諸難救済の多羅菩薩
がチベット系の仏教にも現れ，インドの八難救済多羅の図像の流れを継承されたものだと推測されている。
例えば，ラダックの八難救済の多羅はインドのオリッサのそれと同じく，中央の多羅菩薩は大きく描かれ，
両方とも立像であるが，相違点としては，オリッサにおける中央の描かれている多羅立像は一面二臂である。
一方，ラダックの中央の多羅立像は明らかに一面二臂ではなく，一面八臂であり，手印や持ち物もそれぞれ
である。周囲の諸難救済図は両方類似している。そのため，形式としてはラダックの八難救済多羅はオリッ
サのそれを受け継いたものだと言える。一方，現在の中央チベットなどにおいては八難救済多羅菩薩の場合
は緑多羅が主尊となる傾向があり，大体坐像の形式が多い。チベット仏教における八難救済多羅の特徴につ
いて，田中公明が，
図17　八難救済多羅菩薩　チベット58）
57） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第35頁。
58） 田中公明『詳解河口慧海コレクション　チベット・ネパール仏教美術』佼成出版社，1990年，第218頁。
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　チベットの八難救済ターラー菩薩には，本作品のように中尊を含めて八体を描くもののほか，中
尊の周囲に八体の分身を描くものなど数種がある。また，中央に緑色ターラーの本尊タンカ gtso 
than を掛け，左右に四幅ずつ八難救済ターラーを配した九幅セットの大作（『チベットの秘宝』ぎ
ょうせい1984年）も見られる59）。
と言及している。チベットの八難救済多羅菩薩の場合は，中尊を含めて八体のなる作品と，中尊以外に
八体を書く作品もある。さらに，中尊に緑多羅のタンカを掛けて，その左右に四幅ずつの救済画面の多
羅菩薩を配し，全部で九幅のセットで八難救済の場面を表す大作もある。
　さて，インドの八難救済多羅とそれを受け継いだチベットの八難多羅菩薩の作品の相違点をまとめる
と，森雅秀は次のように言及している。
　　インドで成立した八難ターラーに，立像のターラーを中心に置き，その左右に飛来するターラ
ーによる救済のシーンがはっきりわかる八場面を加えた形式と，坐像のターラーを中心に，こぶり
のターラー坐像をならべ，救済のモチーフを極端に小さくかつ簡略に表した形式があった。アルチ
寺の八難救済ターラーは，前者のタイプであったのに対し，その他の地域に広く見られるのは後者
のタイプで，インドではベンガルやビハール地方で流行した形式に由来する。ここでもラダックの
図像の伝統が，チベットでは特別で，かつインドの古いタイプに近いことがわかる60）。
このように，多羅の八難救済図は，最初は観音の八難救済から生まれた作品で，観音の諸難救済の内容
と一致している。そして，インドにおいて，二つの形式で表す作品がある。さらに，それを展開してい
くと，オリッサの一般的な作品を受け継いた形式の作品がラダックのアルチ寺に祀られ，チベット仏教
系において極めて珍しい作品だと考える。その一方，中央チベットには八難救済多羅菩薩の場合は緑多
羅が主尊となる傾向があり，大体坐像の形式で現れ，アショーカカーンタ・マーリーチーとエーカジャ
タの二脇侍を伴ってないが，インドの二つの形式の中でパーラ朝のベンガル，ビハールなどの作例と近
いと考えられる。その独自な展開として，八尊と九尊になっていると，九幅セットの大きな作品も存在
している。
おわりに
　本稿において，図像学の特徴から脇侍としての多羅菩薩の図像や脇侍を伴う図像，八難救済多羅菩薩
の三つの様式の変容を検討してきた。最古層となる多羅菩薩の図像は 6 世紀頃にインド西部マハーラー
シュトラ州にある有名な遺跡エローラ石窟の20超える大量な多羅菩薩の図像が残されている。そして，
最初は多羅菩薩が観音菩薩の脇侍として現れ，後に，主尊が多羅菩薩となる三つの形態と，八難救済観
59） 前掲，田中公明『詳解河口慧海コレクション　チベット・ネパール仏教美術』第217～218頁。
60） 前掲，森雅秀『仏教の女神たち』第27頁。
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音から派生した八難多羅菩薩の二つの形態なども多羅菩薩の図像の種類を述べてきた。さらに，この中
にインドの国境を越えて隣のネパールあるいはチベットに伝来した尊格もあり，この両地域に見かけな
い尊格もある。だが，これらの尊格は現在の漢字文化圏の諸国には存在しない。それはこれらの地域に
完全に伝わってこなかったとは言い難いが，おそらく多羅菩薩自身の信仰はあまり流行できなかったた
めではなかろうかと考えられる。
